
192No.
3月議会号

P2

P13
P10

P4

発行 福島県国見町議会　編集　議会広報常任委員会　発行日　令和４年５月26日
〒969-1792  福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1番7　TEL.024（585）3295  FAX.024（585）2181 http://www.town.kunimi.fukushima.jp/site/gikai/

くにみの未来へ“一歩前にふみだす予算”
（令和４年度当初予算）
ＳＤＧｓに取り組むための水素自動車購入費
などを増額（令和３年度補正予算）
一般質問（職員の「働き方改革」についてなど６人が登壇）
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３月定例会
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3.163.16福島県沖  地震福島県沖  地震
被災された皆さまに心からお見舞い     申し上げます。

３
月
議
会
定
例
会
の
会
期
を
延
長

災
害
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決

地
震
に
よ
り
広
範
囲
に
段
差
が
生
じ
た

国
見
町
役
場
駐
車
場︵
国
道
側
︶

　

３
月
議
会
定
例
会
は
、
当
初

３
日
か
ら
17
日
ま
で
14
日
間
の

会
期
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
最
終
日
前
日
で
あ

る
16
日
の
深
夜
に
地
震
が
発

生
。
国
見
町
で
は
震
度
６
強
を

記
録
し
、
町
及
び
町
民
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
議
会
と
し
て
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
諸
問
題
に
つ
い

　

会
期
を
延
長
し
た
３
月
定
例

会
は
、
４
月
６
日
に
再
開
し
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
災
害

復
旧
の
た
め
に
緊
急
を
要
す
る

追
加
補
正
）
及
び
地
震
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
納
税
者
負
担
の

緩
和
、
軽
減
を
図
る
た
め
、
令

和
４
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期

て
考
え
る
べ
く
、
17
日
の
本
会

議
に
お
い
て
会
期
を
４
月
28
日

ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
等
に
加
え
、
地
震
か
ら

の
復
興
・
復
旧
に
必
要
な
補
正

予
算
等
計
38
議
案
が
提
出
さ

れ
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
・

同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

限
を
変
更
す
る
専
決
処
分
の
２

件
に
つ
い
て
承
認
、
最
終
日
で

あ
る
28
日
に
は
令
和
４
年
度
補

正
予
算
（
災
害
復
旧
に
係
る
も

の
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

災害復旧関連の補正予算
令和３年度分
一般会計（９号）
歳　　出� （単位：千円）

款 補正額 補正後の予算額
９．消防費 5,222 639,778
11．災害復旧費 4,778 180,628
補正されなかった款に係わる額 0 6,763,594

合　計 10,000 7,584,000

令和４年度分
一般会計（１号）
歳　　出� （単位：千円）

款 補正額 補正後の予算額
２．総務費 100 1,111,469
３．民生費 10,000 1,243,047
４．衛生費 55,800 875,361
７．商工費 1,000 85,029
８．土木費 219,358 526,747
９．消防費 19,321 459,795
10．教育費 5,309 603,043
11．災害復旧費 219,112 219,114
補正されなかった款に係わる額 0 806,395

合　計 530,000 5,930,000

繰越明許費
款 金額 事業名

９．消防費 1,196 町単独事業
３. 16福島県沖地震復旧事業11．災害復旧費 4,778

　　　　　　補正予算の主な歳出　　　　　(単位:千円)

災害復旧等事業費(令和３年度補正予算分）　４/６専決処分承認
◦町道等応急復旧工事� 1,337
◦公営住宅修繕工事� 3,441
◦建物等被害調査関連� 1,196
◦災害対応に係る超過勤務手当、特殊勤務手当� 4,026
　　　　　合　　計 10,000
災害復旧等事業費(令和４年度補正予算分）　４/28議決
◦道路、水路、橋梁等� 50,200
◦町営住宅� 1,222
◦木造住宅耐震診断、耐震改修� 8,858
◦住宅応急修理（扶助費）� 210,500
◦道の駅、農業ビジネス訓練所� 57,853
◦保育所、幼稚園、小学校、中学校、文化センター、中央集会所、
　給食センター等� 74,780
◦デイサービスセンター� 3,558
◦庁舎復旧工事関連� 36,308
◦り災証明発行のための住家被害認定調査� 5,573
◦指定文化財復旧事業補助� 1,500
◦災害対策費（本部、避難所、人件費）� 9,448
◦り災救助給付金� 10,000
◦災害廃棄物処理事業、要支援者災害ゴミ回収運搬業務� 55,800
◦備品購入費（防災行政無線個別受信機）� 4,400
　　　　　合　　計 530,000
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被災された皆さまに心からお見舞い     申し上げます。

福
島
県
沖
地
震

現
地
被
害
調
査

石
壁
が
崩
落
し
た
J
A
ふ
く
し
ま
未
来
小
坂
支
店
倉
庫

天
井
に
被
害
を
受
け
た
大
木
戸

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
和
室

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

民
間
住
宅
対
策
費
と

し
て
計
上
し
た
扶
助
費
の
内
容

と
積
算
根
拠
を
伺
う
。

建
設
課
長

地
震
に
よ
る
日
常
生

活
に
不
可
欠
な
部
分
の

修
理
に
対
し
補
助
す
る
も
の
。

根
拠
は
、
半
壊
以
上
１
０
０
件

分
、
準
半
壊
４
７
０
件
分
、
申

請
率
見
込
は
60
％
で
計
上
。
ま

た
、
一
部
損
壊
住
宅
修
理
支
援

金
修
理
費
は
１
０
０
件
分
を
計

上
。
申
請
率
は
10
％
と
見
込
ん

で
い
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

役
場
庁
舎
や
道
の
駅

は
昨
年
の
地
震
で
も
被
害
を
受

け
た
。
抜
本
的
な
対
策
は
で
き

な
い
の
か
。

総
務

課
長

建
物
自
体
の
耐
震
性

能
は
十
分
あ
り
、
躯
体

が
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
い

が
、
内
外
装
や
設
備
は
多
少
の

被
害
は
や
む
を
得
な
い
。
設
備

面
に
関
す
る
改
善
策
に
つ
い
て

は
、
工
事
関
係
者
と
打
ち
合
わ

せ
を
進
め
て
い
き
た
い
。

産
業
振
興

課　
　

長

道
の
駅
に
つ
い

て
は
、
地
盤
改
良

等
の
補
強
工
事
を
進
め
て
い
き

た
い
。

４
月
７
日
、
地
震
に
よ
る
被

害
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
担
当
課
か
ら
被
害
状
況
の

説
明
を
受
け
た
の
ち
調
査
に
向

か
い
、
公
共
施
設
や
住
家
の
被

害
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
特

に
、
住
家
の
被
害
は
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

質質

疑疑

質質

疑疑



4
くにみ議会だより No.192
2022.5

歳　入　　54億円

依存財源依存財源

自主財源自主財源

36億6845万円
67.9％

36億6845万円
67.9％

17億3155万円
32.1％

17億3155万円
32.1％

地方交付税
23億5478万円　43.6%

使用料・手数料
8992万円　1.7%

繰入金・繰越金
4億2218万円　7.8%

町税
9億110万円　16.7%

その他の依存財源
2億3031万円　4.2%

町債（借金）
1億2409万円　2.3%

国県支出金
9億5927万円　17.8%

（うち除染対策分）
　1億6479万円  3.1％

町の収入でまかないきれない分
を国が集め、再配分するもの

その他の自主財源
3億1835万円　5.9%
寄附金など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、
町たばこ税など

基金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金

町営住宅や保育所、幼稚園の
使用料など

“一歩前にふみだす予算”“一歩前にふみだす予算”
リノベーションプロジェクト経費などを計上－

一般会計54億円

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
は

54
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
１

０
０
０
万
円（
０
・
２
％
）増
と

な
り
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
第
６
次
国
見

町
総
合
計
画
に
掲
げ
る「
命
を
大

切
に　

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す

ま
ち　

く
に
み
」を
実
現
す
る
た

め
の
「
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
①
新
型

感
染
症
対
策
と
経
済
活
動
の
両

立
、
②
原
発
災
害
対
策
と
風
評

被
害
の
払
拭
、
③
人
口
減
少
へ

の
対
応
、
④
脱
炭
素
社
会
へ
の

転
換
と
い
う
直
面
す
る
４
つ
の

課
題
に
も
配
慮
し
取
り
組
み
ま

す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

·
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

４
２
９
３
万
円

·
集
団
検
診
事
業

１
８
３
９
万
円

·
健
康
増
進
事
業

２
６
９
４
万
円

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
対
策
や
脱
炭
素

社
会
へ
の
転
換
と
し
て
の

費
用
を
計
上

歳

出
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歳　出　　54億円

義務的経費義務的経費

投資的経費投資的経費

一般的経費
その他

一般的経費
その他 21億1027万円

39.1％
21億1027万円
39.1％

2億9451万円
5.5％

2億9451万円
5.5％

29億9522万円
55.4％

29億9522万円
55.4％

人件費
13億4184万円　24.8%

（うち正職員分）
 9億313万円　16.7%

扶助費
4億1396万円　7.7%

公債費（借金返済）
3億5447万円　6.6%

普通建設事業費
2億9451万円　5.5%

その他
6億3142万円　11.6%

補助費等
12億834万円　22.4%

維持補修費
2733万円　0.5%

物件費
11億2812万円　20.9% （うち除染など原発災害

  対策分）
1億4700万円　2.7%

議員、正職員、会計年度任用
職員の給与など

児童手当や福祉関連の扶助
費など

借入金の元金と利子の返済

ふくしま森林再生事業や仮置場
点検管理事業など

公共施設や町道などの補修
費用

藤田病院やごみ処理組合の
負担金など

特別会計への繰出金など

仮置場原状回復工事や復旧
測量設計事業など

くにみの未来へくにみの未来へ
令和4年度

－移住定住につなげる
·
地
域
公
共
交
通
支
援
事
業

２
３
５
７
万
円

·
歴
史
公
園
維
持
管
理
・
活
用
事
業

５
４
１
万
円

·
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

５
０
０
万
円

·
給
食
費
無
償
化
事
業

３
３
９
１
万
円

·
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

３
０
２
１
万
円

·
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

７
０
６
万
円

·
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

２
４
５
６
万
円

·
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
事
業

１
８
７
６
万
円

·
町
産
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業

４
５
２
万
円

·
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

０
円

·
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

２
億
円

·
自
治
体
版
Ｃ
Ｉ

６
０
０
万
円

·
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

４
８
１
６
万
円

·
官
民
連
携
新
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
０
０
０
万
円

·
大
坂
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
７
３
６
万
円

国見町大坂住宅活用プロジェクト

安
全
・
安
心
な
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

相
互
理
解
と
共
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

町
と
し
て
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
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　４月１日から過疎指定の町となる。この現実を受け止め、積極的で進歩的、そして大胆な政策構築と
その実現に取り組む。
　また、令和３年度に引き続き、「命を大切に、誰もが幸せに暮らせる国見町」を基本理念に、「まちづ
くりの６つの目標」の実現と直面する４つの課題解決に取り組む。

【まちづくりの６つの目標】
１．健康と医療の連携強化。健やかに暮らせる国見町
　◦公立藤田総合病院の強固な安全管理体制の構築、町民の健康維持対策に取り組む。
２．命を守る。安全・安心、優しい国見町
　◦防災計画を見直し防災対策の強化、危険な道路や水路の維持管理や改良、藤田駅前の再整備など
SDGsの理念を踏まえながら取り組む。

３．子育て、人づくり、教育環境の再構築。未来へつながる国見町
　◦ICT教育などの推進、認定こども園の開設や国見学園構想の具体化、いじめや障害のある児童生徒
への支援などに取り組む。

４．恵まれた資源の再確認。そして活かしきる国見町
　◦くにみ農業ビジネス訓練所での農業後継者の育成に取り組む。また、町加工施設を活用した６次化
事業の支援とスマート農業の具現化に向けた対応を図る。

５．町民・町・議会の新しい連携。相互理解と共感の国見町
　◦タウンミーティングを引き続き開催する。また、ふるさと納税事業の充実や、自治体版コーポレー
トアイデンティティ事業による町のブランドイメージの確立を目指す。

６．未来への持続。町として生きる国見町
　◦空き家を活用し、子育て世代や就農を目指す若者の移住促進、二地域居住や交流人口の拡大を視野
にした公営住宅の有機的再利用を図り、新たな価値につなげる取り組みを推進する。

町長施政方針�（要旨）令和4年度

■ 令和４年度各会計当初予算

会　計　名 令和４年度
当初予算

前年度対比

増減額 増減率

一 　 般 　 会 　 計 54億円 1000万円 0.2%

特

別

会

計

国民健康保険 10億7369万円 2317万円 2.2%

介 護 保 険 15億832万円 3502万円 2.4%

公共下水道事業 2億5621万円 △6770万円 △2.6%

後期高齢者医療 1億5150万円 1465万円 10.7%

土地開発事業 0.4万円 0万円 0%

渇水対策施設 945万円 5万円 0.5%

入 山 財 産 区 19万円 0万円 0.0%

大木戸財産区 15万円 0万円 △2.5%

石母田財産区 1772万円 59万円 2887.4%

■ 水道事業会計
収支別 収　　入 支　　出

収 益 的 収 支 2億5134万円 2億5368万円

資 本 的 収 支 4993万円 1億3882万円

※資本的収支の差は内部留保資金で補います。

■ 町債（借金）の残高

会計名 令和3年度末
借金残高

令和4年度末
見込借金残高

一般会計 59億1947万円 57億2108万円

■ 基金（貯金）の残高

会計名 令和3年度末
貯金残高

令和4年度末
見込貯金残高

財政調整基金 8億1509万円 5億6510万円

復興基金 1億5488万円 1億5488万円

ふるさと
振興基金 1億9244万円 2億1924万円

その他の基金
（一般会計） 11億7078万円 11億5919万円

基金総額
（一般会計） 23億3318万円 20億9841万円
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　２月２４日、ロシアはウクライナへの軍事侵攻を開始した。
　このことは、国連憲章はじめとする国際法に明白に違反する行為であり、
国際社会の秩序の根幹を揺るがすもので、断じて許すことはできない。
　また、核兵器の使用を示唆する発言や、現実に原子力発電所へ砲撃する
など、もし原子炉に被害が及べば、東日本大震災と東京電力福島第一原子
力発電所事故で放射能により甚大な被害を受けた福島県民はもとより、人
類の苦しみは計り知れないものとなる。
　よって、国見町議会は、ロシアに対し、ウクライナへの軍事侵攻に強く
抗議し、即時の攻撃中止と完全撤退を求めるとともに、政府においては、
国際社会と緊密に連携し、あらゆる外交手段を駆使し、平和的手段による
早期解決に全力で取り組むことを強く求める。
　以上、決議する。
　
　令和４年３月１７日
　福島県国見町議会議長
　　東海林　一樹

（
自
然
の
水
を
浄
化
し
、
水
道

水
と
し
て
国
見
町
、
福
島
市
、

桑
折
町
な
ど
３
市
３
町
に
提
供

す
る
事
務
組
合
）

　

２
月
22
日
、
企
業
団
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
、
新
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算

◆
収
益
的
収
支
予
定
額

　

収
入　

44
億
２
７
６
０
万
円

　

支
出　

44
億
９
３
１
０
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

支
出　

17
億
３
３
９
８
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど

で
補
い
ま
す
。）

�

（
報
告
者
　
東
海
林
一
樹
）

　

国
見
町
議
会
で
は
、
民
間
人
を
含
む
大
勢
の
犠
牲
を
出

し
て
い
る
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

に
強
く
抗
議
し
早
期
解
決
を
求
め
、
決
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

一※

部
事
務
組
合
報
告

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務
の

一
部
を
共
同
で
行
う
た
め
に

設
置
す
る
団
体

施
設
維
持
管
理

費
用
な
ど
の
当
初

予
算
を
可
決

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会

　

石
母
田
財
産
区
議
会
が
令
和

３
年
度
末
で
解
散
し
、
令
和
４

年
度
か
ら
石
母
田
財
産
区
管
理

会
を
設
置
す
る
た
め
、
次
の
７

名
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

宍
戸　

孝
三
氏
（
新
任
）

　

佐
藤　

正
一
氏
（
新
任
）

　

菊
地　

道
秋
氏
（
新
任
）

　

佐
藤　

金
宏
氏
（
新
任
）

　

齋
藤　

重
夫
氏
（
新
任
）

　

佐
藤　

友
一
氏
（
新
任
）

　

佐
藤　

喜
平
氏
（
新
任
）

人

事

国
見
町
石
母
田
財

産
区
管
理
委
員
の

選
任
に
同
意

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に強く抗議し、
完全撤退と平和的手段による早期解決を求める決議書 ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
強
く
抗
議
す
る
決
議
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石
母
田
財
産
区
を
町
で
運

営
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は

（
要
旨
）
石
母
田
財
産
区
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
石
母
田
財

産
区
議
会
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
議
会

制
か
ら
管
理
会
制
に
移
行
す
る

こ
と
か
ら
、
石
母
田
財
産
区
管

理
会
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

令
和
４
年
４
月
よ
り

石
母
田
財
産
区
を
町
で
運
営
す

る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

産
業
振
興

課　
　

長

　
令
和
２
年
12
月

の
公
職
選
挙
法
改

正
に
よ
り
、
令
和
４
年
３
月
に

執
行
予
定
だ
っ
た
石
母
田
財
産

区
議
会
議
員
選
挙
か
ら
供
託
金

15
万
円
の
納
付
が
発
生
す
る
事

と
な
っ
た
。
な
り
手
不
足
の
中

で
選
挙
の
度
に
15
万
円
の
供
託

今
後
プ
ー
ル
は

残
し
て
い
く
の
か

（
要
旨
）
各
条
例
で
定
め
ら
れ

た
体
育
施
設
を
一
本
の
条
例
に

統
合
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に

管
理
・
運
営
す
る
た
め
改
正
す

る
も
の
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

上
野
台
運
動
公
園
の

プ
ー
ル
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

現
在
利
用
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
が
、
今
後
も
プ
ー
ル
を
残
す

と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長

　
残
す
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
総
合
管
理
計
画
の
中
で

し
っ
か
り
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。今
回
の
改
正
で
は
、

あ
く
ま
で
も
管
理
と
い
う
意
味

で
残
し
て
あ
る
。

問
（
村
上
一
議
員
）

　

暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
行
為
防
止
等
に
関
す
る
法
律

に
お
い
て
「
不
当
に
集
会
施
設

等
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
を
要
求

す
る
行
為
」
の
禁
止
規
定
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
町
の

条
例
で
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習

課　
　

長

　
国
見
町
暴
力
団

排
除
条
例
に
お
い

て
、
町
及
び
教
育
委
員
会
所
管

の
施
設
を
当
該
指
定
団
体
に
対

し
、
使
用
の
許
可
ま
た
は
承
認

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定

さ
れ
て
い
る
。

人
事
院
勧
告
に
よ
る

町
長
等
の
給
与
、

議
員
報
酬
を
改
正

（
要
旨
）
福
島
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
よ
り
期
末
手
当
の
改
正

及
び
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
改
正
す
る
も
の
。

年
間
期
末
手
当
支
給
割
合

　

２
・
95
月
→
３
・
20
月

給
料
月
額

◦
町　

長　

76
万
１
０
０
０
円

�

→
84
万
６
０
０
０
円

◦
副
町
長　

60
万
８
０
０
０
円

�

→
67
万
６
０
０
０
円

◦
教
育
長　

57
万

�

→
63
万
５
０
０
０
円

期
末
手
当
の
調
整
率

　

１
０
０
分
の
15

�

→
１
０
０
分
の
20

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

附
則
の
中
、
寒
冷
地

手
当
の
記
載
が
あ
る
が
、
福
島

県
で
は
会
津
を
除
き
寒
冷
地
手

当
は
廃
止
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、

寒
冷
地
手
当
と
書
く
必
要
が
あ

る
の
か
。

総
務
課
長
　
寒
冷
地
手
当
は
、
支

給
地
域
対
象
外
の
た
め

現
在
支
給
さ
れ
て
い
な
い
が
、

国
見
町
の
身
分
を
も
ち
な
が

ら
、
例
え
ば
北
海
道
等
に
赴
く

場
合
も
あ
る
た
め
残
し
て
い

る
。

金
が
発
生
し
候
補
者
を
選
出
す

る
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
た

め
、
管
理
会
制
に
移
行
す
る
に

至
っ
た
。

基
金
を
充
て
る

事
業
は

（
要
旨
）
地
方
再
生
法
第
５
条

に
規
定
す
る
地
域
再
生
計
画
に

定
め
る
事
業
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
、
基
金
を

設
置
す
る
も
の
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

新
し
く
基
金
を
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
事
業
に
充
て
る
計
画
な

の
か
。

企
画
調
整

課　
　

長

　
第
６
次
総
合
計

画
及
び
国
見
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

に
基
づ
く
事
業
に
充
当
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
来
年
以
降
の
防
災
関
係
の

事
業
や
そ
れ
に
付
随
す
る
事
業

を
考
え
て
い
る
。

国
見
町
石
母
田
財
産
区

管
理
会
条
例

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
条
例
等

国
見
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
推
進
基
金

条
例

国
見
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
・
期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

国
見
町
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例

条
例
制
定

条
例
改
正
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福
島
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
の
形
成
に

つ
い
て

（
要
旨
）
福
島
市
を
中
核
都
市

と
し
た
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

の
形
成
に
か
か
る
連
携
協
約
の

締
結
に
関
し
協
議
す
る
も
の
。

福
島
市
及
び
国
見
町
に
お

け
る
ふ
く
し
ま
田
園
中
枢

都
市
圏
の
形
成
に
係
る
連

携
協
約
の
締
結
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

一
般
議
案

　　※下記以外の議案は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

蒲
倉

孝

八
巻
喜
治
郎

宍
戸

武
志

山
崎

健
吉

小
林

聖
治

村
上

一

佐
藤

定
男

渡
辺

勝
弘

松
浦

常
雄

浅
野

富
男

八
島

博
正

議案第18号　福島市及び国見町における
ふくしま田園中枢都市圏の形成に係る連
携協約の締結に関する協議について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者
※議長（東海林一樹）は採決に加わらない。

　　※下記以外の議案は全員賛成で可決されています。

議案審議
結 果

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

現
在
、
中
枢
都
市
圏

の
計
画
は
全
国
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
自
治
体

同
士
が
住
民
の
福
祉
の

為
に
協
議
し
て
進
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、

国
の
方
針
の
下
で
中
枢

都
市
を
指
定
し
、
そ
の

周
辺
の
自
治
体
と
の
連

携
を
図
り
、
広
域
的
な

自
治
組
織
に
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
人
口

減
少
へ
の
対
応
が
主
旨

と
さ
れ
て
い
る
が
、
人

口
減
少
の
要
因
に
は
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
人
口
減
少
は
社
会

的
要
因
も
小
さ
く
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
る
べ
き

で
あ
る
。
各
自
治
体
は

住
民
の
幸
せ
を
願
い
努

力
し
て
い
る
。
国
は
、

大
き
な
枠
組
み
に
対
し

て
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
に
対
し
て

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

国
の
進
め
方
に
つ
い
て

異
議
を
申
し
上
げ
る
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

圏
域
全
体
の
経
済
成

長
を
図
り
復
興
を
牽
引

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
こ
の
連
携
中

枢
都
市
圏
の
特
徴
を
生

か
せ
ば
、
全
体
的
に
発

展
す
る
事
が
期
待
で
き

る
た
め
賛
成
す
る
。

討  

論

賛
成
討
論

反
対
討
論

福島市 伊達市

国見町

飯舘村
川俣町

二本松市

本宮市

大玉村

桑折町

東北地方の連携中枢都市圏
圏域名（連携中枢都市） 連携協約締結日 構成市町村

１ みちのく盛岡広域連携
中枢都市圏（盛岡市） H28.1.15 盛岡市

他2市5町

２ 八戸圏域連携中枢
都市圏（八戸市） H29.3.22 八戸市

他6町1村

３ こおりやま広域連携
中枢都市圏（郡山市） H31.1.23 郡山市

他4市7町4村

４ 青森圏域連携中枢
都市圏（青森市） R1.12.25 青森市

他3町1村

５ 山形連携中枢都市圏
（山形市） R2.1.9 山形市

他6市7町

６ ふくしま田園中枢
都市圏（福島市） R4.3.30 福島市

他3市3町2村
※連携協約締結日順

ふくしま田園中枢都市圏を
構成する9市町村
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
で
は
、
既
定
の
予
算
総
額
に
５
億
６
２
６
１
万
円
の
歳
入
歳

出
を
追
加
し
、
予
算
総
額
75
億
７
４
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
町
道
改
良
事
業
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
更
新
事
業
、
除
雪
事
業
、
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
事
業
、
各
基
金
積
み
立
て
な
ど
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
た
め
の

水
素
自
動
車
購
入
費
な
ど
を
増
額

職
員
超
過
勤
務
手
当
の

一
人
当
た
り
の
金
額
は

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

職
員
超
過
勤
務
手
当

に
つ
い
て
、
補
正
後
５
６
１
８

万
６
０
０
０
円
と
な
る
が
、
こ

れ
は
何
人
を
対
象
に
し
て
、
一

人
当
た
り
い
く
ら
の
金
額
に
な

る
の
か
。

総
務
課
長
　
管
理
職
を
除
く
正
規

職
員
95
人
分
で
、
95
人

で
割
る
と
一
人
当
た
り
１
カ
月

５
万
円
と
な
る
。

町
営
住
宅
消
火
設
備

更
新
事
業
と
は

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

町
営
住
宅
の
消
火
設

備
更
新
工
事
と
は
、
ど
こ
の
何

を
更
新
工
事
す
る
の
か
。

建
設

課
長
　
板
橋
南
団
地
の
非
常

警
報
器
の
経
年
劣
化
に

よ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換
や
一

部
警
報
器
本
体
の
交
換
。ま
た
、

滝
山
団
地
と
定
住
促
進
住
宅
の

消
火
器
具
格
納
箱
の
本
体
交
換

を
す
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
基
金
の
事
業
内
容
は

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
基
金
と
し
て
３
億
５
７
０

０
万
円
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
事
業
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

企
画
調
整

課　
　

長

　
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
い
た
事
業
に
賛
同

し
た
企
業
か
ら
寄
附
が
あ
っ
た

た
め
、
基
金
へ
の
積
み
立
て
と

し
て
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

来
年
度
以
降
よ
り
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

令和３年度一般会計
補正予算（第８号）のおもな内容

【主な事業】
◦庁舎維持管理工事（IP電話更新工事等）� 1006万円
◦除雪事業� 2164万円
◦町道改良事業� 4000万円
◦観月台文化センターファンコイルユニット更新費等� 2814万円
◦まち・ひと・しごと創生推進基金積立金� 3億5700万円
◦福島県営農再開支援事業� △2771万円
【主な財源】
◦国県補助金� 3715万円
◦地方債� 1530万円
◦その他（寄附金等）� 2億3548万円
◦一般財源� 2億7468万円
【予算に計上済みだが、令和4年度に繰り越しが決定した主な事業】
◎子育て世帯等臨時特別支援事業� 5400万円
◎防火水槽整備工事� 1911万円
◎被災家屋解体工事� 3億6645万円

質質

疑疑

質質

疑疑

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
績
数
は

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
委
託
料

で
１
０
０
万
円
の
補
正
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実

績
数
は
。
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ほ
け
ん

課　
　

長

高
齢
者
に
限
定

し
た
県
の
補
助
に

よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業
の
実
績

は
１
名
だ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
検

査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
導
入
さ
れ
て

以
降
は
、
実
績
が
な
か
っ
た
。

福
島
県
営
農
再
開
支
援

事
業
の
減
額
理
由
は

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

福
島
県
営
農
再
開
支

援
事
業
で
２
７
０
０
万
円
の
補

正
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。

産
業
振
興

課　
　

長

こ
の
事
業
は
原

発
事
故
に
伴
う
風

評
対
策
と
し
て
の
果
樹
改
植
事

業
で
あ
り
、
今
年
度
の

実
績
は
９
・
３
ha
で

あ
っ
た
。
長
年
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
で
町
内

の
改
植
も
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、
取
組
面
積
の
減

に
よ
る
不
用
額
を
補
正

減
し
た
も
の
。
新
年
度

も
引
き
続
き
継
続
し
て

い
く
。

購
入
す
る
水
素

自
動
車
の
種
類
は

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

水
素
自
動
車
の
購
入

費
と
し
て
３
２
２
万
円
と
あ
る

が
、
水
素
自
動
車
は
７
０
０
万

円
以
上
か
か
る
と
思
わ
れ
る
が

ど
の
よ
う
な
車
種
か
。

総
務
課
長

今
回
購
入
予
定
の
水

素
自
動
車
「
ミ
ラ
イ
」

に
つ
い
て
は
、新
車
で
は
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
デ
モ

カ
ー
と
し
て
安
く
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
町
と
し
て

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
た
め

導
入
し
た
い
。

※
S
D
G
s
と
は

　

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た

国
際
社
会
の
共
通
目
標
で

あ
り
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
持
続
可
能
で
多
様
性
と

包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
令
和
12
年（
２
０

３
０
年
）を
年
限
と
し
た
17

の
国
際
目
標
と
１
６
９
項
目

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）が
参

画
し
、
経
済
・
社
会
・
環
境

を
め
ぐ
る
広
範
な
課
題
に
統

合
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
及
び

脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
公
用
車
に
水
素
自
動
車

を
初
め
て
採
用
し
ま
し
た
。

ＳＤＧｓ取り組みの一環として
公用車に水素自動車を導入

　３月議会を傍聴したみなさんからアンケートによりたくさんのご意見をいただきました。（抜粋）

傍聴者からの

声
●声が、歯切れが悪く聞き取りにくい（ある議員）
●質問する議員が全員マスクを外しての質問。コロナ
が蔓延中ですので、マスク着用願います。

●質問でなく意見（自分の思い）を言っている議員が
いる。� （60代・男性）

●要点をまとめて質問すること。同じような質問を繰
り返さない。� （年代・性別不明）
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町長の行政報告（抜粋）
■健やかに暮らせるまちづくり
●新型コロナウイルス感染症対策
•県が発令した「まん延防止等重点措置」で、町として各種イ
ベントの中止や延期、小学校の一時的な学年閉鎖や役場業務
のサテライトやテレワークの実施などにより自助的な感染拡
大防止に取り組んだ。
●新型コロナウイルスワクチン接種
•３回目のワクチン接種は、２月４日から集団接種を再開し、
現時点の予約率は約８割である。また、５歳から11歳までの
接種は、公立藤田総合病院での個別接種と連携した福島圏域
での接種の２体制とした。
■安全・安心、優しいまちづくり
●除染対策事業
•仮置場小坂方部１号、２号、藤田方部２号、３号、大木戸
方部２号の計５か所が今年度内返地完了となる。
●県北浄化センターの復旧
•令和元年台風19号で被災したすべての施設の復旧が昨年12
月末に完了し、被災前の処理能力に回復した。また、多目的
グラウンドなどは、今年４月の使用再開に向け準備を進めて
いる。
■未来につながるまちづくり
●特定不妊治療への支援
•子どもに恵まれない夫婦が行う不妊治療のうち、医療保険
適用外の体外受精や顕微授精に要する高額な治療費の一部を
助成するもので、これまで２組に助成した。

●令和４年成人式
•１月９日、抗原検査を実施した上で２年ぶりに開催した。
70名の新成人が出席した。
■恵まれた資源を活かしたまちづくり
●新規就農者の確保
•今年度のくにみ農業ビジネス訓練所長期研修生６名のうち
２名が、４月に町内の空き家に移住・定住し、就農する。
●プレミアム商品券
•昨年12月に販売を開始し、販売率は86.5％だった。残冊分
は１月に希望者へ抽選で販売した。
■相互理解と共感のあるまちづくり
●タウンミーティング
•１月20日、宮東集会所で開催し、17名が参加した。
●特別職報酬等審議会
•町長等の給与と議員や特別職の期末手当を見直すために開
催され、答申された。
■町として生きるまちづくり
●第６次総合計画の推進
•令和４年度当初予算の概要を総合計画審議会で説明した。
併せて、過疎地域指定に関する「国見町過疎地域持続的発展計
画」の策定についても確認した。
●板橋南子育て住宅
•移住定住を目的に建設中で、入居者募集を行っている。１
月17日には、内堀知事が建設中の現地を訪問し、新しい取り
組みだと感想を述べた。

意見書意見書 ３月定例会では意見書１件を可決し、国など関係機関へ送付しました。

福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書

政府の同一労働同一賃金の趣旨に鑑みるとともに、
新型コロナ感染の影響を見据えたセーフティネットの
強化策及び人口流出抑制策として、最低賃金の引き
上げと早期発効を求めるもの。

可決
（全員賛成）

陳情陳情みなさんからの

３月定例会では陳情１件を常任委員会で審査し、結果は以下のとおりとなりました。

陳　　情 提 出 者 結果

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意
見書提出の陳情について

日本労働組合総連合会　
福島県連合会伊達地区連合会
　議長　高橋　誠一

採択

※議長は採決に
　参加しない。

委員会での陳情の採択を受け、慎重審議を行い、意見書をまとめました。
議会に諮り可決されたため、意見書を提出しました。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執
行

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執
行

状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ
い

状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。

で
す
。

議員 質問事項 ページ

山崎　健吉
当町の職員の働き方は

14
当町の認知症の行動計画は

宍戸　武志
本町の過疎指定により、住民サービス等に変化はあるのか

15
大河ドラマを活かして本町をPRしてはどうか

佐藤　定男
ヤングケアラーの実態調査結果は

16
大雪に対する除雪態勢は

渡辺　勝弘 除雪委託業者の廃業・撤退を抑えるための対策は 17

浅野　富男 合併を拒否した町での連携協定とは 18

小林　聖治 11歳以下のワクチン接種について町はどのような
対応で臨むのか 19

町
政
町
政
をを
問問
うう
一般
質問

3
月
定
例
会

～６人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに掲
載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］

国見町議会ホームページ国見町議会ホームページ 会議録検索システム会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索システムへ会議録検索会議録検索➡ ➡ ➡
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町政を問う

問
　「
女
性
職
員
の

子
育
て
支
援
対
策

並
び
に
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
計
画
」
が
あ
る
が
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長
　
女
性
職
員
の
割

合
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
で
44
・
５
％
、

管
理
職
は
６
・
７
％
、
超

過
勤
務
時
間
は
月
平
均

19
・
３
時
間
、
年
休
の
取

得
率
に
つ
い
て
は
平
均

５
・
０
日
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
女
性
の
管
理
職

割
合
に
つ
い
て
は

目
標
が
20
％
と
あ
る
が
な

ぜ
達
成
で
き
な
い
の
か
伺

う
。

町
長
　
管
理
職
へ
の
登

用
に
つ
い
て
は
男

女
関
わ
り
な
く
能
力
を
重

視
し
て
登
用
し
て
い
く
。

問
　
条
例
に
よ
り
、

毎
年
広
報
く
に
み

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
当
町
の
超
過
勤
務
時

間
は
、
桑
折
町
の
約
２
・

５
倍
、
川
俣
町
の
約
１
・

７
倍
で
あ
る
。
こ
の
数
字

が
適
切
な
働
き
方
と
言
え

る
の
か
。

　

伊
達
郡
三
町
内
で
も
当

町
は
二
町
に
比
べ
、
人
口

や
面
積
に
し
て
も
小
さ

い
。
し
か
し
超
過
勤
務
は

格
段
に
多
い
し
、
職
員
の

人
数
も
他
町
と
比
べ
て
も

少
な
い
と
は
思
え
な
い
。

当
町
は
二
町
と
比
べ
何
が

違
う
の
か
。

総
務
課
長
　
理
由
は
な
か
な

か
突
き
詰
め
て
も

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
だ

が
、
職
員
の
ス
キ
ル
の
問

題
、
も
し
く
は
他
町
で
は

超
過
勤
務
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
な
い
の
か
等
あ

る
の
か
と
思
う
。
あ
く
ま

で
想
定
だ
が
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
あ
る
の
か
と
考
え

て
い
る
。

問
　
令
和
２
年
度
に

つ
い
て
月
１
０
０

時
間
を
超
え
る
職
員
は
延

べ
何
人
い
た
か
伺
う
。

総
務
課
長
　
令
和
２
年
度
に

つ
い
て
は
延
べ
15

人
い
る
。

問
　
公
務
員
の
働
き

方
と
、
福
利
厚
生

に
つ
い
て
は
、
特
に
当
町

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長
　
超
過
勤
務
の
件

に
つ
い
て
は
、
町

民
か
ら
の
要
望
に
き
ち
ん

と
応
え
よ
う
と
す
る
と
仕

事
は
増
え
る
。
職
員
一
人

一
人
の
ス
キ
ル
も
あ
る
。

超
過
勤
務
イ
コ
ー
ル
悪
と

は
捉
え
て
い
な
い
。
年
次

休
暇
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
福
利
厚
生
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
と
理
解
し
て
ほ

し
い
。

当
町
の
認
知
症
の

行
動
計
画
は

問
　
認
知
症
患
者
に

な
っ
た
方
の
支
援

策
と
し
て
県
は
「
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
」
を
立
上
げ
、

令
和
７
年
度
ま
で
全
市
町

村
に
設
置
を
目
指
し
て
い

る
が
、
当
町
の
認
知
症
者

数
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の

う
ち
約
２
０
０
人
が
併
発

し
て
い
る
。

問
　
当
町

に
は
認

知
症
サ
ポ
ー
タ

制
度
が
あ
る

が
、
登
録
数
と

活
動
の
実
態
を

伺
う

福
祉
課
長
　
現
在

１
２
０

０
名
以
上
登
録

し
て
い
る
。
活

動
は
近
所
に
気

に
な
る
人
が
い

れ
ば
さ
り
げ
な
く
見
守
る

こ
と
や
家
族
の
話
相
手
と

な
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問
　
認
知
症
高
齢
者

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長
　
令
和
４
年
度
の

運
用
開
始
を
め
ざ

し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
進
め
て

い
る
。

山崎健吉議員

Q
当
町
の
職
員
の
働
き
方
は

A
町
民
に
寄
り
添
っ
て
業
務
を
進
め
て
い
る

認
知
症
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

要
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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町
長
　
ド
ラ
マ
放
映
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
は

大
き
い
が
、
一
過
性
の
傾

向
が
強
い
こ
と
を
し
っ
か

り
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
町
は
、
持
続
的
な

取
り
組
み
が
見
込
め
る
コ

ン
テ
ン
ツ
が
示
さ
れ
れ

ば
、
参
画
す
る
意
思
は
十

分
に
あ
る
。
一
過
性
の
可

能
性
が
大
き
い
場
合
は
、

多
寡
に
関
わ
ら
ず
公
費
支

出
は
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど

う
か
。

　

大
河
ド
ラ
マ

の
件
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
マ
ス
コ
ミ

等
か
ら
問
合

せ
・
協
力
依
頼

等
は
あ
っ
た

か
。産

業
振
興

課　
　

長

　
昨
年
６
月
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
の
制
作
担

当
者
が
来
町
し
阿
津
賀
志

山
防
塁
等
を
視
察
し
た
。

鎌
倉
市
内
で
の
Ｐ
Ｒ
事
業

へ
の
参
加
の
情
報
提
供
も

あ
っ
た
た
め
、
前
向
き
に

対
処
し
て
い
く
。

問
　
大
河
ド
ラ
マ
を

誘
致
し
て
活
性
化

に
繋
げ
よ
う
と
努
力
し
て

い
る
自
治
体
は
多
い
。
本

町
も
こ
の
機
会
を
逃
す
手

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
宣
伝
媒

体
を
使
い
、
情
報
発
信
し

て
は
ど
う
か
。

問
　
令
和
２
年
国
勢

調
査
の
結
果
、
人

口
減
少
率
・
財
政
力
な
ど

の
指
標
が
過
疎
指
定
の
要

件
を
超
え
た
と
し
て
本
町

は
、
令
和
４
年
４
月
１
日

付
で
「
全
域
過
疎
」
の
指

定
を
受
け
る
。

　

本
町
が
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
た
経
緯
を
問
う
。

町
長
　
過
疎
地
域
の
指

定
は
、
令
和
２
年

度
ま
で
の
国
勢
調
査
を
基

に
し
た
指
標
に
よ
る
も

の
。
本
町
が
ど
の
よ
う
な

要
件
に
該
当
し
た
か
は
非

公
開
で
あ
る
。

問
　
本
町
の
過
疎
指

定
で
何
か
変
化
は

あ
る
の
か
。

町
長
　
町
の
行
政
運

営
・
町
民
の
暮
ら

し
に
、
直
ち
に
変
化
は
出

て
く
る
と
は
思
わ
な
い

し
、
す
ぐ
に
不
利
益
が
現

れ
る
こ
と
も
な
い
。

問
　
過
疎
指
定
の
主

な
原
因
は
、
人
口

減
少
・
少
子
化
と
考
え
る
。

本
町
は
、
こ
の
件
で
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を

打
っ
て
き
た
の
か
。

町
長
　
若
い
世
代
の
移

住
・
定
住
策
や
産

業
振
興
策
、
子
ど
も
の
環

境
整
備
策
、
子
育
て
支
援

策
、
福
祉
医
療
策
な
ど
、

昭
和
50
年
代
よ
り
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
れ
ま
で
の
町
の
あ

ゆ
み
の
詳
細
は
、
保
管
さ

れ
た
こ
れ
ま
で
の
議
事
録

や
広
報
紙
な
ど
を
見
て
ほ

し
い
。

問
　
こ
の
ま
ま
で
は

人
口
減
少
が
よ
り

進
む
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
未
来

や
展
望
の
あ
る
町
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
具
体
的

な
施
策
は
あ
る
の
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
の
事

業
を
核
と
し
、
常

に
新
し
い
流
れ
を
見
な
が

ら
、
本
町
に
あ
る
魅
力
の

発
信
を
絶
え
ず
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

大
河
ド
ラ
マ
を
活

か
し
て
本
町
を
Ｐ

Ｒ
し
て
は
ど
う
か

問
　
令
和
４
年
１
月

よ
り
鎌
倉
時
代
を

背
景
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

の
放
映
が
は
じ
ま
っ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
過
程
で
奥

州
合
戦
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
合
戦
の
遺
構
、
国
史

跡
「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」

が
あ
る
。
こ
の
機
会
に
、

本
町
も
大
河
ド
ラ
マ
を
利

用
し
、
全
国
に
国
見
町
を

宍戸武志議員

Q
本
町
の
過
疎
指
定
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
等
に
変
化
は
あ
る
の
か

A
町
民
の
方
々
の
暮
ら
し
に
直
ち
に
変
化
は
な
い

奥州合戦の舞台となった阿津賀志山防塁
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町政を問う

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
調
査
の
対
象

者
と
実
施
時
期
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
次
長
　
県
北
中
学
校
の

全
生
徒
１
９
８
人

を
調
査
し
た
。
昨
年
９
月

に
予
備
調
査
を
行
い
10
～

11
月
に
家
族
の
世
話
を
し

て
い
る
と
い
う
５
人
に
つ

い
て
担
当
教
諭
が
直
接
聞

き
取
り
調
査
を
し
た
。

問
　
調
査
結
果
で
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

判
断
さ
れ
る
生
徒
は
い
た

の
か
。

教
育
次
長
　
４
人
は
祖
父
母

や
弟
・
妹
の
日
常

的
な
世
話
で
拘
束
時
間
も

長
く
は
な
く
、
特
に
問
題

は
な
い
と
判
断
し
た
。
あ

と
１
人
は
以
前
か
ら
学

校
、
福
祉
課
で
支
援
が
必

要
と
し
て
見
守
り
の
対
象

と
し
て
い
る
。
調
査
の
結

果
、
い
ず
れ
も
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
判
断
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。問

　
今
後
の
対
策
と

し
て
相
談
窓
口
等

を
設
置
し
て
未
然
に
防
い

で
い
く
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

　
ま
ず
は
ヤ

ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
定
義
が
定
ま
っ
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
。
窓

口
を
作
る
と
い
う
こ
と
も

一
つ
の
手
段
で
は
あ
る

が
、
町
と
し
て
は
教
育
委

員
会
、
福
祉
サ
イ
ド
、
さ

ら
に
は
実
際
の
介
護
の
現

場
で
働
い
て
い
る
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
な
ど
が
、
子
ど

も
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し

て
い
る
か
等
の
情
報
を
集

め
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
一
番
確
か
で
は
な
い

か
、
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
福
祉
サ
イ
ド
と
も
十
分

な
連
携
を
図
り
、
ま
ず
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
発
見

す
る
こ
と
が
大
事
と
思
っ

て
い
る
。

大
雪
に
対
す
る

除
雪
態
勢
は

問
　
除
雪
の
基
準
、

優
先
順
位
、
担
当

区
域
の
実
態
に
つ
い
て
伺

う
。

建
設
課
長
　
基
準
は
積
雪
15

セ
ン
チ
以
上
、
除

雪
開
始
は
午
前
４
時
と
し

て
い
る
。
９
社
で
10
区
域

を
区
割
り
し
交
通
量
の
多

い
幹
線
道
路
、
積
雪
が
多

い
山
間
部
、
通
学
路
を
優

先
し
て
い
る
。
ま
た
個
別

の
除
雪
要
請
も
状
況
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。

問
　
こ
の
冬
の
除
雪

費
は
い
く
ら
か
。

ま
た
昨
年
度
の
費
用
は
。

建
設
課
長
　
現
時
点
で
２
１

０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

昨
年
度
は
９
７
１
万

で
、
過
去
10
年
間
の
平
均

額
は
５
３
４
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
団
地
内
と
か
の

日
陰
の
凍
っ
て
固

ま
っ
た
雪
は
役
場
に
要
請

す
れ
ば
対
応
し
て
も
ら
え

る
の
か
。

建
設
課
長
　
団
地
内
は
除
雪

に
よ
り
門
口
が
塞

が
れ
て
車
が
出
せ
な
い
と

の
話
も
あ
り
や
っ
て
い
な

い
。
圧
雪
凍
結
で
路
面
状

況
が
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
、

轍
が
で
き
た
り
、
車
の
走

行
に
支
障
が
で
た
り
す
る

よ
う
な
場
合
は
、
現
場
を

確
認
の
う
え
状
況
に
応
じ

た
対
応
に
努
め
て
い
る
。

佐藤定男議員

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
結
果
は

A
深
刻
な
状
況
に
あ
る
生
徒
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

日陰になりやすい箇所の圧雪



17

地
元
業
者
は
、
除
雪
機
械

の
保
有
コ
ス
ト
や
除
雪
委

託
費
の
変
動
に
よ
り
業
者

撤
退
や
廃
業
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
あ
る

の
か
。

建
設
課
長
　
除
雪
委
託
作
業

に
対
し
て
適
正
な

単
価
で
支
払
い
除
雪
委
託

費
は
毎
年
大
き
く
変
動
す

る
。
そ
の
た
め
に
適
正
な

公
共
事
業
の
発
注
を
行

い
、
事
業
の
継
続
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
全
国
的
に
除
雪

機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
高
齢
化
や
技
術
の

向
上
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
対
策

は
あ
る
の
か
。

建
設
課
長
　
重
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
抱
え
る
課

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は

建
設
業
者
に
委
ね
ら
れ
る

べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
地
域
の
除
雪
作

業
を
行
っ
て
い
る

問
　
除
雪
機
械
が
入

る
事
が
で
き
ず
、

作
業
が
で
き
な
か
っ
た
生

活
道
路
に
つ
い
て
は
、
ど

の
様
な
対
応
策
を
講
じ
た

の
か
。

建
設
課
長
　
一
般
車
両
の
ほ

か
救
急
や
消
防
の

緊
急
車
両
走
行
の
た
め
小

型
除
雪
機
な
ど
を
使
用
し

て
除
雪
作
業
を
行
っ
た
。

問
　
除
雪
作
業
で
道

路
の
脇
に
寄
せ
ら

れ
て
解
け
ず
に
大
き
な
塊

と
な
っ
た
雪
の
排
除
は
ど

の
様
に
対
応
し
た
の
か
。

建
設
課
長
　
除
雪
に
よ
り
道

路
両
側
に
積
み
上

が
っ
た
雪
の
排
除
は
基
本

的
に
は
行
わ
な
い
が
、
小

学
校
周
辺
の
通
学
路
に
お

い
て
は
児
童
の
安
全
確
保

た
め
に
雪
の
排
除
を
行
っ

て
い
た
。

問
　
自
宅
の
除
雪
作

業
が
で
き
な
い
高

齢
者
世
帯
や
身
体
的
に
障

害
が
あ
る
世
帯
の
除
雪
作

業
は
ど
の
様
に
行
っ
た
の

か
。

福
祉

課
長
　
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
軽
度

生
活
援
助
事
業
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
登
録
し
た
在

宅
の
75
歳
以
上
の
独
り
暮

ら
し
と
80
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に

虚
弱
な
高
齢
者
の
除
雪
支

援
を
行
っ
た
。

問
　
登
録
し
て
い
な

か
っ
た
高
齢
者
世

帯
へ
の
対
応
策
は
。

福
祉
課
長
　
す
ぐ
に
除
雪
作

業
が
で
き
る
様
、

事
前
の
登
録
を
お
願
い
し

て
い
る
。
委
託
業
者
の
人

員
配
置
の
問
題
も
あ
り
、

急
な
依
頼
へ
の
対
応
は
難

し
い
。

問
　
除
雪
作
業
の
担

い
手
不
足
に
対
処

す
る
た
め
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
共
助

の
力
を
活
か
し
た
「
地
域

除
雪
活
動
」
を
図
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
除
雪
に
限
ら

ず
、
支
援
が
必
要

な
高
齢
者
の
方
々
を
地
域

で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く

り
に
向
け
て
、
協
議
体
を

組
織
し
て
話
し
合
い
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
新
た
に
配
置
し
て

取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

渡辺勝弘議員

Q
除
雪
委
託
業
者
の
廃
業
・
撤
退
を

抑
え
る
た
め
の
対
策
は

A
適
正
な
公
共
工
事
の
発
注
を
行
い
、
事
業
の

継
続
を
図
っ
て
い
く

積雪の予報により町内を巡回
午前４時から除雪作業開始
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町政を問う

問
　
連
携
中
枢
都
市

構
想
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
。

町
長
　
国
が
定
め
る
構

想
は
、
少
子
高
齢

化
が
一
番
の
原
因
と
捉
え

て
い
る
。中
枢
都
市
圏
は
、

福
島
市
を
中
核
都
市
に
そ

の
周
辺
の
市
町
村
が
協
力

し
合
い
、
そ
の
地
域
に
住

む
人
た
ち
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
担
保
す
る
こ

と
に
あ
る
。
地
域
全
体
の

経
済
成
長
を
牽
引
す
る
、

都
市
機
能
の
集
積
・
強
化

を
図
る
、
生
活
関
連
機
能

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
進
め

る
、
こ
の
３
つ
に
つ
い
て

市
町
村
が
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
む
も
の
。

問
　
こ
の
構
想
に

あ
っ
て
は
、
近
隣

市
町
村
の
位
置
づ
け
と
な

る
本
町
に
不
利
益
は
な
い

の
か
。

町
長
　
圏
域
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る

も
の
で
あ
り
、
不
利
益
は

な
い
。
た
だ
、
そ
の
不
利

益
を
回
避
で
き
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
協

約
締
結
後
で
も
連
携
協
約

か
ら
の
離
脱
は
各
自
治
体

の
裁
量
権
の
中
に
入
る
。

問
　
連
携
協
約
で
は

生
活
関
連
機
能
に

つ
い
て
の
分
野
が
盛
り
込

ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
こ
そ

が
身
近
な
存
在
と
し
て
機

能
さ
せ
る
事
柄
と
考
え
て

い
る
が
如
何
か
。

町
長
　
連
携
協
約
に
盛

り
込
ま
れ
る
生
活

関
連
機
能
の
分
野
は
一
番

重
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
町
が
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。
そ
の

上
で
、
医
療
機
関
の
輪
番

制
の
拡
大
や
病
後
児
保

育
、
出
産
、
心
身
障
害
福

祉
な
ど
、
単
独
の
市
町
村

が
行
う
と
き
に
数
的
な
課

題
で
解
決
で
き
な
い
事
業

等
、
連
携
を
図
る
こ
と
で

充
実
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
は

出
て
く
る
。

問
　
食
料
の
生
産
拠

点
で
あ
る
農
村
部

は
過
疎
化
に
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
構

想
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。

町
長
　
農
村
部
に
農
地

が
集
中
し
て
い
る

の
で
、
藤
田
地
区
に
比
べ

れ
ば
そ
の
周
り
の
地
区
の

人
口
の
減
り
方
は
著
し
い

も
の
と
思
え
る
。
で
あ
れ

ば
こ
そ
連
携
協
約
の
下
で
、

国
見
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
地
域
で
支
え
て
く

れ
る
人
を
国
見
に
引
っ
張

り
込
む
こ
と
も
こ
の
協
約

の
う
ま
い
使
い
方
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
町
は
合
併
を

拒
否
し
た
町
、
そ

の
意
味
が
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長
　
引
地
は
、
合
併

し
な
い
と
施
政
方

針
で
も
表
明
し
て
い
る
。

町
か
ら
は
通
勤
や
通
学
な

ど
で
福
島
市
を
は
じ
め
と

す
る
圏
域
に
移
動
し
て
い

る
。
そ
の
現
実
の
下
で
、

町
民
の
安
心
な
暮
ら
し
を

守
り
、
向
上
さ
せ
る
手
段

と
し
て
こ
の
連
携
協
約
が

あ
る
と
考
え
る
。
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
連
携

協
約
を
締
結
し
て
も
厳
然

た
る
事
実
と
し
て
我
々
は

胸
に
納
め
る
必
要
が
あ

る
。問

　
そ
の
地
で
生
活

で
き
る
こ
と
の
た

め
に
行
う
の
が
地
方
自

治
、
住
民
自
治
で
あ
る
。

こ
れ
が
歪
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
住
民
自
治
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

方
か
。

町
長
　
誰
も
望
ま
な
い

住
民
自
治
の
後
退

は
、
国
見
町
は
し
な
い
。

人
が
減
る
こ
と
で
、
不
便

さ
と
心
細
さ
を
感
じ
る
こ

と
は
多
く
な
っ
た
。
こ
の

不
便
さ
と
心
細
さ
を
、
町

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
委
員
、
町
内
会
と
い
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

力
と
全
国
に
い
る
専
門
知

見
の
知
恵
と
技
を
借
り

て
、
移
住
・
定
住
、
福
祉

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

施
策
を
構
築
、実
行
し
て
、

こ
の
不
安
や
心
細
さ
を
軽

減
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
て
い
る
。

　

協
約
締
結
よ
り
も
、
今

の
我
々
の
関
心
事
は
、
過

疎
地
域
指
定
を
受
け
る
国

見
町
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
、
過
疎
指
定
を
起
爆
剤

に
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
行
政
運
営
を
進
め

る
た
め
の
準
備
に
既
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
。

浅野富男議員

Q
合
併
を
拒
否
し
た
町
で
の
連
携
協
定
と
は

A
ま
ち
づ
く
り
は
町
民
が
主
役
で
あ
る
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年
生
以
下
に
つ
い
て
も
、

ワ
ク
チ
ン
が
到
着
し
次

第
、
年
齢
順
に
接
種
の
準

備
を
し
て
い
る
。

問
　
先
日
、
保
護
者

に
意
向
調
査
を
し

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
要
望
す
る
保
護
者

の
割
合
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。ほ

け
ん

課　
　

長

　
５
歳
か
ら

11
歳
の
保
護

者
の
う
ち
、
３
２
７
名
に

お
伺
い
し
て
、
２
２
３
件

の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、「
接
種

を
希
望
」
す
る
方
は
約

55
％
、「
未
定
」
の
方
は

33
％
、「
希
望
し
な
い
」

と
答
え
た
方
が
12
％
だ
っ

た
。
今
後
も
保
護
者
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

接
種
に
向
け
て
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
。

の
接
種
に
つ
い
て
は
想
定

し
て
い
る
の
か
。

ほ
け
ん

課　
　

長

　
４
回
目
接

種
の
準
備
等

は
ま
だ
で
あ
る
。し
か
し
、

海
外
で
は
４
回
目
を
開
始

し
た
国
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
４
回
目
の
接
種
も
念

頭
に
、
ま
ず
は
目
の
前
の

任
務
に
あ
た
っ
て
ま
い
り

た
い
。

問
　
子
ど
も
の
感
染

者
が
増
加
す
る
一

方
、
国
は
11
歳
以
下
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

努
力
義
務
と
し
な
い
方
針

を
示
し
た
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
応
で
臨
む
の

か
。ほ

け
ん

課　
　

長

　
最
終
的
に

は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
納
得
し
た
上

で
接
種
の
可
否
を
ご
判
断

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
第
一
弾
と
し
て
小

学
５
年
生
と
４
年
生
に
対

し
て
接
種
の
案
内
を
出
し

て
い
る
ほ
か
、
４
月
以
降

の
第
二
弾
で
は
、
小
学
３

問
　
現
在
、
本
町
で

は
第
６
波
に
見
舞

わ
れ
、
町
民
の
感
染
が
相

次
い
で
い
る
が
、
今
回
の

感
染
に
は
ど
ん
な
特
徴
が

み
ら
れ
る
の
か
。

ほ
け
ん

課　
　

長

　
若
年
層
の

感
染
が
相
次

い
で
お
り
、
こ
れ
は
、
若

い
世
代
が
仕
事
や
勉
学
の

た
め
に
町
外
に
出
る
機
会

が
多
い
た
め
、
感
染
リ
ス

ク
も
高
く
な
っ
た
結
果
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
追
加
接
種
に
つ

い
て
、
８
カ
月
か

ら
６
カ
月
へ
と
接
種
間
隔

の
前
倒
し
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
町
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
の

か
。

ほ
け
ん

課　
　

長

　
国
が
急

遽
、
接
種
間

隔
を
６
カ
月
と
変
更
し
た

た
め
、
町
で
は
接
種
計
画

を
見
直
し
し
、
２
月
24
日

か
ら
は
全
て
の
方
々
の
接

種
間
隔
を
６
カ
月
に
変
更

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加

速
化
を
進
め
て
い
る
。

問
　
追
加

接
種
の

予
約
で
は
、
モ

デ
ル
ナ
製
の
ワ

ク
チ
ン
を
敬
遠

し
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た

が
、
本
町
の
予

約
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の

か
。

ほ
け
ん

課　
　

長

　
空
き
が
あ

る
の
は
す
べ

て
モ
デ
ル
ナ
の
予
約
枠
な

の
で
、
ご
指
摘
の
よ
う
な

モ
デ
ル
ナ
製
の
ワ
ク
チ
ン

を
回
避
す
る
風
潮
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
製
も
モ
デ
ル
ナ
製

も
同
じ
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
な
の
で
、
種
類
に
こ
だ

わ
ら
ず
接
種
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
勧
め
し
た

い
。問

　
種
類
に
こ
だ
わ

ら
ず
接
種
を
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
う
い
っ
た
中
で
４
回
目

小林聖治議員

Q
11
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
で
臨
む
の
か

A
保
護
者
の
ご
納
得
の
う
え
で
、
年
齢
順
に

接
種
の
案
内
を
し
て
い
る

観月台文化センターにある
ワクチン接種会場（入口）
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編

集

後

記

鈴木　道代さん
（宮町南町内会）

私
も
ひ
と
言

子
ど
も
た
ち
の
「
大
切
な
故
郷
﹂
と
な
る
た
め
に

せ
ん
か
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
、
将
来
に
わ
た

り
大
切
な
心
の
栄
養
に
な
る
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
失
わ

れ
る
こ
と
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
な
の

で
す
。

　

国
見
学
園
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
委
員
会
、さ
ら
に
そ
の
中
に「
地

域
学
校
協
働
本
部
」
と
い
う
事
業
が
あ

り
、
現
在
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
関

心
も
薄
れ
、
人
間
関
係
も
希
薄
に
な

り
、
挨
拶
す
ら
満
足
に
で
き
な
い
人
も

増
え
た
と
思
わ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ

「
あ
い
さ
つ
」
は
必
要
な
の
で
す
。「
あ

い
さ
つ
」
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

始
ま
り
で
す
。「
あ
い
さ
つ
」
は
子
ど

も
た
ち
を
育
む
大
切
な
手
段
の
ひ
と
つ

で
す
。
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

育
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て

「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
か

え
り
」
の
挨
拶
を
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
国
見
町
が
子
ど
も
た
ち

の
「
大
切
な
故
郷
」
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。

　

皆
さ
ん
の
ご
近
所
に
小
さ
い
お
子
さ

ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

国
見
町
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
進
み
、
子
ど
も
の
数
も
激
減
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
や
町
営
塾
の
開
設

等
々
手
厚
い
方
策
が
実
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
小
学
校
も
統
合
さ
れ
「
国
見
学

園
」
と
し
て
、
保
育
所
か
ら
義
務
教
育

の
終
わ
る
中
学
校
ま
で
町
の
子
ど
も
た

ち
が
一
貫
し
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
体

制
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と

言
っ
て
、
町
の
子
ど
も
た
ち
を
そ
れ
ら

に
任
せ
て
良
し
と
し
て
し
ま
っ
て
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
家
に
子
ど
も

も
孫
も
い
な
い
、
地
区
に
小
学
校
も
無

い
、
な
ど
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
て
い
ま

　

３
月
16
日
深
夜
に
福
島
県
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
昨
年
２
月
11
日
深
夜
に
よ
る

地
震
や
11
年
前
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
復
旧
・
復
興
が
ま
だ
道
半

ば
で
の
発
生
で
あ
り
、
一
日
も
早

い
復
旧
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

４
月
は
例
年
、
入
学
式
や
就

職
、
転
勤
の
季
節
で
す
。
残
念
な

が
ら
今
年
も
桜
の
下
で
花
見
を
す

る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

3
月
16
日
の
地
震
に
よ
り
議
会

が
4
月
28
日
ま
で
延
長
と
な
り
、

「
く
に
み
議
会
だ
よ
り
」が
新
緑
の

季
節
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
山
崎
健
吉
）

発
行
責
任
者

　

議　
　

長

東
海
林
一
樹

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長

渡
辺　

勝
弘

　

副
委
員
長

蒲
倉　
　

孝

　

委　
　

員

八
島　

博
正

　
　

同

小
林　

聖
治

　
　

同

山
崎　

健
吉

　
　

同

八
巻
喜
治
郎

３月３日 ３月議会定例会（～４月28日）
総務文教常任委員会、産業建設常任委員会

３月４日 広報常任委員会
３月７日 議案調査会（～15日※休日を除く）
３月14日 全員協議会

３月15日 阿津賀志学級閉講式並びに交通安全大学修了式
議会改革推進会議

３月17日 議会運営委員会、全員協議会

３月22日 伊達郡町村議会議長会議（福島市）
阿武隈川流域下水道県北浄化センター環境保全協議会

３月25日 例月出納検査
３月26日 福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）

３月28日 伊達地方衛生処理組合議会定例議会（伊達市）
伊達地方消防組合議会定例議会（伊達市）

３月29日
教職員離任式　広報常任委員会
福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）
民生委員推薦会

議会の動き議会の動き
３月30日 公立藤田病院組合議会定例会
３月31日 退職職員辞令交付式
４月１日 新規採用職員辞令交付式、教職員着任式
４月６日 議会運営委員会、全員協議会

４月７日
３.16福島県沖地震現地調査
県北浄化センター福島市堀河処理区接続に関す
る覚書締結式

４月12日 広報常任委員会
４月15日 村上利夫様叙勲伝達式
４月18日 伊達郡町村議会議長会議（福島市）
４月25日 広報常任委員会

４月26日 伊達地方衛生処理組合議会例月出納検査（伊達市）
福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）

４月27日 例月出納検査
４月28日 議会運営委員会、全員協議会
５月９日 広報常任委員会
５月20日 議員懇談会　伊達郡町村議会議長会議（福島市）
５月23日 福島地方水道用水供給企業団定例議会（福島市）
５月25日 例月出納検査


